
事業費
（財源内訳・
単位千円）

13,850

9,539

7,236

財源内訳

Ｈ19(決算)

年　度
実施方法が補助金の場合、

事業費の負担割合
総　額

（人件費含まず）

7,919

事
業
概
要

20,927

14,353

対　象
（誰・何を対象に）

10,796 10,131

・いきいきサロンについては、地域の高齢者。
・生きがい活動支援通所事業については、65歳以上の一人暮らし又は日中独居で、家に閉じ
こもりがちで、かつ要介護・要支援状態にない者。

事業開始年度

千円

660

高齢者の生きがいと社会参加を促進し、閉じこもり防止、社会的孤立感の解消、自立生活の
助長、要介護状態になることの予防を図る。

人件費

従事職員数

目　的
（何のために）

H8 根拠法令

14,510

平成22年度

千円

□直接実施

■業務委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：北栄町社会福祉協議会）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　     　　実施主体：  　　　 　　　）

要介護状態となることを予防することで介護保険からの支出を減らし、また現在要介護状態にある人
が改善し、自立となった場合の受け皿としても必要である。

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　　）

人

北栄町介護予防事業・介護保険地域支援事業実施要綱

0.1

総　計

事業費 13,850

実施方法

事業内容
（手段、手法など）

660

事業の必要性

・いきいきサロン…自治会単位で地区リーダーと社協が連携をとりながら、高齢者を対象に
したレク運動、手工芸等を行う。
・生きがい活動支援通所事業…週1回デイサービスで運動、レクリエーション、入浴等を行
う。（委託料：1回4,000円、利用料300円＋食事・入浴料400円）

事業シート（概要説明書）

担当課名

ｼｰﾄ作成責任者

上位施策
事業名

担当係名 高齢者福祉係

黒田　卓実

健康福祉課 介護予防地域支え合い事業予算事業名

担当正職員
6,600千円/人

千円

14,517

特定財源 一般財源

職員構成
概算人件費

（平均給与×従事職
員数）

人

臨時職員他
1,800千円/人

0 千円

6,598

Ｈ22(予算)

Ｈ20（決算)

Ｈ21(決算)

6,614

4,814

コ
ス
ト

人件費

千円

事業番号5



事業シート（概要説明書）

担当課名

ｼｰﾄ作成責任者

上位施策
事業名

担当係名 高齢者福祉係

黒田　卓実

健康福祉課 介護予防地域支え合い事業予算事業名

事業番号5

比較参考値
（他自治体での類似
事業の例など）

来年度以降の
予定・目標

・いきいきサロンについては、現在実施されていない自治会にも実施を促す必要がある。ま
た既に実施している自治会の中に実施回数を増やす必要のある自治会がある。
・生きがい活動支援通所事業については、参加者の能力やニーズにあった内容を検討する必
要がある。

過去事業の
自己評価

過去3年度の
事業実績

活動指標名 単位

生きがい活動支援通所事業 回（人）

・いきいきサロンは一人暮らしや家に閉じこもりがちな高齢者の社会参加を促進するため、
旧大栄町ではH8年、旧北条町ではH9年より開始された。H20年より社協からの講師派遣を減ら
し自治会の自主運営の回数を増やし、社協への依存を減らして委託料の減額を図っている。
・生きがい活動支援通所事業は介護保険実施時にデイサービスを利用できなくなった人の受
け皿として開始された。H20年より対象者を「65歳以上の虚弱な高齢者」から「介護認定を受
けておらず、一人暮らし又は日中独居となる65歳以上の高齢者」と見直し、また委託方式を
単価方式に見直しを行い、委託料の減額を図っている。

Ｈ19年度

1,138（46） 967（33） 841（37）

Ｈ20年度 Ｈ21年度

688（9,767） 687（9,513）

・いきいきサロンについては、自治会の自主運営に取り組み、自主運営の割合がH19年約30％
からH21年約45％に増加した。また、開催数、参加者数ともほぼ横ばいで推移しており、地域
の交流の場として定着している。ただし、参加者が固定化しており、新規参加者が少ない状
況があり、自治会等の呼びかけを強化する必要がある。
・生きがい活動支援通所事業については、介護保険のデイサービスと同じような内容で実施
されており、参加者の能力やニーズに合った内容とすることを検討する必要がある。

722（9,866）回（延人）

生きがい活動支援通所事業　　　延べ852人　　　3,408,000円
いきいきサロン　　　　　　　　延べ720回　　 10,442,000円

特記事項
(事業の沿革等)

平成22年度
事業費内訳

・いきいきサロンについては、自治会の自主運営を推進し、50％の自主運営を目指す。その
ためサロンのリーダーを養成する指導者研修を開催する。
・生きがい活動支援通所事業については、引き続き利用者の閉じこもり予防、介護予防等が
できるよう実施する。

平成22年度
事業目標

市町村名
倉吉市　「なごもう会」（サロン）を直営で実施。（地区公民館単位）事業費9,451千円
　　　　「介護予防教室」を委託で実施。事業費5,000千円
湯梨浜町　サロンは社協が実施。（老人クラブ、自治会単位）
　　　　　「日常生活関連動作訓練」を委託で実施。事業費8,350千円
琴浦町　サロンを社協に補助金を出して実施。事業費14,981千円
　　　　「介護予防はればれ」を委託で実施。事業費15,680千円
三朝町　サロンは社協が実施。
　　　　「運動器の機能向上事業」を社協に委託して実施。事業費3,275千円

いきいきサロン


